
６月２３日の慰霊の日を前に、沖縄平和祈念資料館の
平和講話講師をなさっています久保田暁(くぼたさとる)先生
に私たちの住むここ沖縄で、７８年前に実際にあった沖縄

戦についてお話をして頂きました。沖縄戦当時0歳(3ヶ月)で、母親に抱かれ戦火を逃れ生き延びた母
親から聞いたお話や多くの沖縄戦の資料やｽﾗｲﾄﾞを、低学年向け高学年向けに準備し、分かりやすくお
話をして頂きました。母親の背で当時２歳半で亡くなったお兄さんの死が母親を救い、自分の命をも繫
いでくれた。今生かしてもらっていることに感謝し、命は自分だけのものではない、人のため・社会の
ためになる事のできる人になりたいと考えるようになったそうです。お話の最後に「平和」な世の中で
あり続けるために次の３点を心がけて欲しいと、お話をされていました。 ①沖縄戦について忘れない
(無関心であってはならない) ②人のためになることをする ③自分の周りの人を大切にする

お話を聞いた後、全員で黙祷を
捧げ、平和の誓いを宣言し、
「沖縄から平和の歌を(音楽の下
地なをみ先生(作詞作曲)」を全
体で合唱しました。全学年とも
参加態度が素晴らしく、とても
意義深い平和集会となりました。

１年生とこども園と協
力して交通安全教室が実施されました。交差点で ６年生を対象に首里給食センターの栄養士・栄養
は必ず一旦止まって 左右の確認をする事や、車の 教諭のお二人に来校頂き、食育についての指導を行
かげからの後続車、飛び出しの危険性についてお話 って頂きました。沖縄の今と昔の食生活を知り、生
をして頂きました。ご家庭でも、歩行中やその他の 活習慣病を防ぐためにはどのような食習慣が望まし
乗り物(自転車等)利用時における、 いかについてみんなで考えました。
交差点での一
時停止、右左
右の確認をし
っかり行って
いくよう声か
けをお願いい
たします。

５年生で学習した4・５月の漢 石嶺小学校は保護者の皆様をはじめ、「朝の交通
字のまとめのテストを、クラス 立哨」「読み聞かせボランティア」「クラブ活動(石
対抗のかたちで実施しました。 嶺伝統エイサー・旗頭・茶道)」「石嶺小学校区ま
子ども達は気持ちを高め、そし ちづくり協議会」「石嶺地区の民生委員・児童委員」
て楽しみながら家庭学習の時間 「各種部活動・合唱団指導者・保護者会」「青少協」
やその他の時間を利用しながら の皆様、その他にも多くの地域の方々に、様々な
積極的に漢字の学習に取り組み 面でお力添えをいただいております。ありがとう
ました。各学級ともやる気にな ございます。今後とも、石嶺小の子ども達の成長
り、成果が得られたようです。 を見守って頂きますよう宜しくお願いいたします。

『嶺っ子一人一人が相手を思いやる心を大切にしていけば、明るく楽し
い学校になると思います。「思いやりの心」を大切にしていきましょう。』

と、お話をしています。その中で「６年生による１年生の登校・清掃時のお世話」「１年生を迎える会」
「日々の委員会活動」「廊下や階段の歩き方」「雨の日の児童玄関での行動」「トイレのスリッパ並べ」「靴
箱の整理整頓」についてのお話をし、その中で、「学校におけるすべての生活場面で、「相手を思いやる
心」が共通して大切になってきます。」というお話もしました。石嶺小学校には830人の児童が在籍し
ており、いろんな立場の児童がいます。一人一人の優しい気持ちや行動が大切になってきます。日頃の

自分の行動を振り返りながら相手を思いやる場面が多くみられる石嶺小になるよ
う家庭でも声かけを宜しくお願いします。
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